
■国内団体の動き
　各団体が特色ある活動を行ったが，目立ったのはシエナwo
の活動。１月17日に東京佼成woと定期演奏会を同日開催とし
プログラム冊子の共有，リレー・チケットを発売。３月21日に
尚美wo（専門学校のバンド）とのコラボレーションで作曲家
フィリップ・スパークを招いたコンサート。３月から６月頭の
丸三ヶ月かけてゲーム「ファイナル・ファンタジー」の音楽で
ツアーを行ったのも斬新。７月に作曲家ジェームズ・バーンズ
を招いて自作自演のプログラムで定期演奏会。
　大阪市音楽団は２月４日に秋山和慶の指揮で第110回定期演
奏会。これがこの名称では最後の定期となった。３月16日に新
名称「オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ」を発表，
６月２日にこの名での初の定期演奏会をフィリップ・スパーク
の自作自演で行う。
　海外の人気作曲家を招くのが近年目立ち，５月10日に九州管
楽合奏団が作曲家ヨハン・デ＝メイの自作自演で定期公演。他，
６月下旬の尚美woの北海道公演もジェームズ・バーンズを迎
え，音大バンドやアマチュア・バンドも含めると数多い。３月
17日のトレイル・ブレイザーズ・テンピースブラス第10回記念
公演にフィリップ・スパークが，９月12日の海上自衛隊東京音
楽隊の定期演奏会に作曲家ヤン・ヴァンデルローストが招かれ
た。そんな中で確固たる信念による公演を続ける東京佼成wo
の活動も評価したい。また，革新的な企画で注目の広島woは
３月16日に広島市民賞を受賞。12月12日の定期演奏会ではアン
ドレ・プレヴィンへの委嘱作を下野竜也の指揮で初演。
　金管バンドVIVID BRASS TOKYOの首席指揮者に松元宏康
が就任し10月29日の創立20周年公演に初披露。金管バンドでは
５月６日に東京でブラスバンド・ゼファーがデビュー公演。昨
年も新しいバンドが多数誕生していたが，今年も８月30日に室
内吹奏楽を主軸にしたプロ団体ウインド・アンサンブル・グラ
ウベンがさいたま市文化センターにて第１回定期演奏会を開催
（設立自体は2004年），小編成を謳った小江戸ウインドアンサン
ブルが９月14日に旗揚げ公演を行っている。７月25日にはズー
ラシアンブラスが結成15周年を記念し吹奏楽団「ズーラシアン
ウィンドオーケストラ」を組織しデビュー公演を行った。５月
１日にはメンバーの急逝で休止していたポップス専門のプロ・
バンドThe Wind Waveが活動を再開。
　自衛隊のバンドでは，１月25日の陸上自衛隊中央音楽隊第
114回定期演奏会で陸上自衛隊初となる専属ソプラノ（松永美
智子）が委嘱作品でデビュー。２月27日に優れた軍楽隊を称え
るスーザ財団のジョージ・ハワード大佐表彰が海上自衛隊横須
賀音楽隊に贈られ，３月６日に陸上自衛隊中央音楽隊隊長の武
田晃が日本人としては３人目となる全米吹奏楽指導者協会の名
誉会員になるなど，自衛隊音楽隊の活動にはアメリカからの高
い評価が目立つ。
　各音楽大学の吹奏楽団もそれぞれ個性的な活動で，５月に
CDを発売し同22日にオラフ・オット（Tb）と共演も果たした
東京藝大woの活動が目を引く。
■イベント
　作曲家アルフレッド・リード没後10年であったことから関連
した演目が目立った。５月５日に東京芸術劇場で汐澤安彦・小
林恵子・伊藤透の指揮により行われた第20回音の輪コンサート
は最たるもの。
　新しい全国規模の吹奏楽の大会が２つ始動。BSジャパンの
主催による全日本ブラスシンフォニーコンクールは全国大会が

９月22日にすみだトリフォニーホールで行われ益城町立益城中
と修徳高が優勝。一次審査はDVD，８月に６会場で予選。も
う１つ，日本吹奏楽普及協会と産経新聞社の主催による全国ポ
ピュラーステージ吹奏楽コンクールは全国大会が11月21日に昭
和女子大学人見記念講堂で行われ駒澤大学高校が優勝。予選は
９月にCDによる。
　定例イベントではバンド維新が２月21日と22日にアクトシテ
ィ浜松で行われ久石譲らによる新作８曲が初演。３月８日には
第18回「響宴」が行われ19曲が紹介された。恒例イベントが続
くなか，日本管楽合奏指揮者会議（JWECC）は４月12日に名
古屋国際会議場で開かれた第10回で休止が発表された。
　５月２日ラ・フォル・ジュルネ金沢「吹奏楽の日」に地元の
高校バンド等が出演。翌３日の本公演オープニングコンサート
でも高校バンドによる演奏。同日東京のラ・フォル・ジュルネ
では東京音大sweが時任康文の指揮で公演。
　近年はホールの企画による吹奏楽公演も目立つ。文京シビッ
クホールは開館15周年で様々な管楽器関連企画を開催。特に５
月24日に行われた文京ブラスウィークでのアンサンブルリベル
テ吹奏楽団による公演では委嘱作品６曲（吹奏楽曲２，室内楽
曲２，ポップス２）の初演。９月には恒例となった東京芸術劇
場ブラスウィークで東京佼成woと東京吹奏楽団が定期演奏会。
後者はフィリップ・スパークを招き立教大学の合唱と共演。東
京芸術劇場といえば昨年発足した芸劇woが３月13日に井上道
義の指揮で権代敦彦への委嘱初演を含む内容の第１回演奏会。
同団は11月１日の開館25周年記念公演にも鈴木優人の指揮で演
奏。新形態の吹奏楽団の在り方として今後に注目したい。
■海外との交流
　７月18日に昭和音大wsがカリフォルニア州サンノゼで行わ
れたWASBE（世界吹奏楽大会）で演奏。９月13日に九州管楽
合奏団が韓国国際吹奏楽祭へ参加。11月15日に警視庁音楽隊と
大阪府警察音楽隊がベトナム・ホーチミン「第20回世界のお巡
りさんコンサート」に出演。12月下旬の台湾・嘉義市国際管楽
祭にはVIVID BRASS TOKYOが参加したほか，ブラック・ボ
トム・ブラス・バンド，八王子学園高校，京都府の高校合同バ
ンド，鹿児島県の中高選抜バンドも参加。高校バンドの海外で
の演奏は多く，特に12月17日にシカゴで開かれたミッドウェス
ト・クリニックでの就実高校（岡山）の公演が注目を集めた。他，
３月23日に京都両洋高がベルリン・フィルハーモニーで現地の
高校と友好演奏会，３月25日と26日に明治大学付属明治高がウ
ィーン楽友協会ムジークフェラインザールで単独演奏会，４月
25日に浜松海の星高が台湾でのクリニックでヨハン・デメイの
自作自演と新田幹男ソリストで演奏，12月29日に都立片倉高が
日韓国交正常化50周年の外務省助成事業によりソウルで演奏。
　外来バンドはトルコ・オスマン軍楽隊が６月５日にすみだト
リフォニー公演，翌日に表参道をパレード。10月上旬に英国コ
ールドストリーム・ガーズ・バンドがツアー。11月22日に大田
区民ホールアプリコでの日韓文化交流演奏会において済州島の
市民バンド漢拏weが日本のバンドと共演。
　その他，アンサンブルも多数来日。２月「ムノツィル・ブラ
ス」，６月下旬「ミシェル・ベケ＆ベルギー金管アンサンブル」，
７月上旬「アンサンブル・ウィーン＝ベルリン」および「ベル
リン・フィル12人の金管奏者たち」，８月上旬「スパニッシュ・
ブラス」（初来日），９月下旬から10月上旬「タンブッコ」（メ
キシコの打楽器合奏団），10月下旬「ハバネラ・サクソフォン・
カルテット」（フランス），12月中旬「ウィーン＝ベルリン・ブ
ラス・クインテット」が，それぞれツアー。ソリスト単位でも
セルゲイ・ナカリャコフのリサイタル（７月３日すみだトリフ
ォニー）など多数の来日公演が行われた。
■その他の話題
　３月２日発表の第29回日本ゴールドディスク大賞で精華女子
高が昨年発売したCDが年間トップの売り上げを記録し「クラ
シック・アルバム・オブ・ザ・イヤー」を獲得。他，TOKYO 
MX等で放送の吹奏楽部が題材のアニメ「響け！ユーフォニア
ム」が話題に。秋の褒章で作曲家の保科洋が社会教育功労者表
彰・瑞宝中綬章を受章したのは吉報。

　□　吹奏楽
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